
 

 

 

 

 

 

 

 現在、利島村では多量の重油を利用して、発電を行っています。 

 村内のご家庭や事業者が支払う年間の電力料金はおよそ年間5,000万円。 

 村の基幹産業である椿油の売上の半分以上に及びます。 

 この5,000万円にものぼる電力料金ですが、太陽光発電や風力発電などの再生

可能エネルギーをフル活用すれば、半額の2,500万円程度まで減らすことが可能で

す。 

 皆様が支払った2,500万円は、施設の整備や維持のほか、現在、化石燃料等に

従事されている事業者の方々が、新たに再生可能エネルギー施設での運営業務に

も従事いただく対価としても使われ、従来の雇用もしっかり確保できます。 

 国が2050年の温暖化排出ガス実質ゼロを、東京都も2030年新車ガソリン車廃

止を打ち出し、エネルギー施策が大きく見直される中、利島村はこの変化をチャン

スととらえ、村民の皆様の光熱費負担を半額にすることを目指して「利島村エネル

ギートクトク計画（利島村カーボンゼロ計画）」をスタートしたいと考えています。 

 しかも、地球温暖化につながる二酸化炭素を排出しない形で。 

 お財布にも優しく、自然にも優しい－これが利島村のSDGｓです。  



  

世
界
・
日
本
・
都
の
状
況 

 
令
和
２
年
10
月
26
日
の
臨

時
国
会
で
、
菅
首
相
は
「
温
暖

化
排
出
ガ
ス
を
２
０
５
０
年
度

に
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
」
目
標
を

掲
げ
ま
し
た
。 

 

更
に
１
月
に
就
任
し
た
バ
イ

デ
ン
米
大
統
領
も
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
下
で
離
脱
し
た
気
候
変
動

抑
制
に
関
す
る
多
国
間
の
国
際

的
な
協
定
で
あ
る
パ
リ
協
定
へ

復
帰
を
表
明
し
、
復
帰
の
た
め

の
文
書
に
署
名
す
る
な
ど
、
地

球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み

が
急
加
速
し
、
温
暖
化
対
策
は

世
界
規
模
で
次
の
段
階
に
移
行

す
る
こ
と
が
確
実
な
状
況
で

す
。 

 

菅
首
相
の
目
標
を
受
け
て
、

経
済
産
業
省
で
は
、
２
０
５
０

年
に
自
動
車
の
製
造
か
ら
廃

棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
二
酸
化
炭

素
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

 

東
京
都
で
も
、
令
和
元
年
末

に
策
定
し
た
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
東
京
戦
略
」
で
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
２
０
５
０
年

ま
で
に
実
施
ゼ
ロ
に
す
る
計
画

を
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
令
和

２
年

12

月
８
日
の
都
議
会

で
、
小
池
都
知
事
が
都
内
で
の

ガ
ソ
リ
ン
車
の
新
車
販
売
に
つ

い
て
、
乗
用
車
は
２
０
３
０
年

ま
で
に
、
二
輪
車
は
２
０
３
５

年
ま
で
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

目
指
す
と
表
明
し
ま
し
た
。 

持
続
可
能
な
開
発
目
標 

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」 

 

最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｃ
Ｍ
で

も
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ

ジ
ー
ス
）
。 

 
Sustainable

 
Develop-

ment
 
Golas

（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
略
称
で
す
。 

 

平
成

27
年
の
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
決
ま
っ
た
も
の
で
、
平
成

28
年
か
ら
令
和
12
年
ま
で
の

15
年
間
で
、
17
の
目
標
を
各

国
が
達
成
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。 

 

「
持
続
可
能
」
と
は
、
今
が

良
け
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、

経
済
や
環
境
、
社
会
や
制
度
の

シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
機
能
し
、

未
来
が
豊
か
で
幸
福
で
あ
り
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。 

 

「
開
発
」
と
は
、
現
存
す
る

貧
困
や
差
別
な
ど
の
色
々
な
問

題
を
含
み
、
こ
う
し
た
問
題
を

解
決
し
、
世
界
中
か
ら
貧
し
い

人
や
お
な
か
を
す
か
せ
た
人
、

教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
人
を
な

く
し
、
み
ん
な
が
健
康
で
長
生

き
し
、
平
等
に
き
ち
ん
と
教
育

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
す
。 

 

こ
れ
は
先
進
国
だ
け
で
な
く

発
展
途
上
国
も
協
力
し
て
実
現

に
向
け
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

持
続
可
能
な
開
発
目
標
の

17

の
目
標
は
、
次
の
通
り
で

す
。 

 

１ 

貧
困
を
な
く
そ
う
、
２ 

飢
餓
を
ゼ
ロ
に
、
３ 

人
々
に

保
健
と
福
祉
を
、
４ 

質
の
高

い

教

育

を

み

ん

な

に
、
５ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ

う
、
６ 

安
全
な
水
と
ト
イ
レ

を
世
界
中
に
、
７ 

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
み
ん
な
に
、
そ
し
て
ク

リ
ー
ン
に
、
８ 

働
き
甲
斐
も

経
済
成
長
も
、
９ 

産
業
と
技

術
革
新
の
基
盤
を
作
ろ
う
、

10 
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く

そ
う
、
11 

住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
、
12 

つ
く
る

責
任
つ
か
う
責
任
、
13 

気
候

変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
、

14 

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
、

15 

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
、

16 

平
和
と
公
正
を
全
て
の
人

に
、
17 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
目
標
を
達
成
し
よ
う
。 

 

利
島
村
役
場
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
政
策
の

立
案
や
事
業
の
実
施
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

利
島
村
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
況 

（
電
力
の
例
） 

 

さ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点

か
ら
見
た
利
島
村
に
お
け
る

電
力
の
利
用
に
関
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
お
金
の
流
れ
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
説

明
し
ま
す
。 

 

利
島
村
の
電
力
は
、
重
油

を
燃
料
に
し
た
火
力
発
電
に

よ
り
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

電
力
事
業
者
は
燃
料
の
重
油

の
輸
入
に
多
額
の
費
用
を
支

払
っ
て
お
り
、
村
内
の
ご
家

庭
や
事
業
者
か
ら
の
電
力
料

金
収
入
（
約
５
千
万
円
）
で

は
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
苦
し
い

経
営
状
況
の
中
、
電
力
供
給
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 



 
 

利
島
村
で
は
、
ご
家
庭
や
事

業
所
を
平
均
す
る
と
一
需
要
家

あ
た
り
年
間
お
よ
そ

25
万
円

も
の
電
力
料
金
を
支
払
っ
て
い

ま
す
（
事
業
所
を
含
ん
で
の
平

均
で
す
）
。 

 

月
間
で
い
え
ば
２
万
円
以

上
。
大
き
な
負
担
で
す
。 

 

さ
ら
に
重
油
と
い
う
化
石
燃

料
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら

大
量
の
地
球
温
暖
化
に
つ
な
が

る
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
村
民
の
皆
様
の

お
財
布
に
も
厳
し
く
、
自
然
環

境
に
も
厳
し
く
、
発
電
を
行
う

電
力
事
業
者
の
経
営
に
厳
し
い

現
状
が
、
現
在
の
利
島
村
の
電

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
状
況

で
す
。 再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で 

暮
ら
し
を
豊
か
に 

 

遠
い
江
戸
時
代
の
私
た
ち
の

祖
先
が
植
え
て
く
れ
た
椿
が
、

利
島
村
を
全
国
一
の
椿
油
の
生

産
量
を
誇
る
村
に
し
、
現
代
に

続
く
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。 

 

村
役
場
で
は
、
「
令
和
の

椿
」
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
積
極
的
に

村
民
の
皆
様
に
還
元
し
、
安
定

し
た
収
入
と
暮
ら
し
や
す
い
環

境
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
無
限
に
降
り

注
ぐ
太
陽
や
、
年
中
吹
く
風
を

活
用
し
た
太
陽
光
発
電
や
風
力

発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
れ
ば
、
毎
月
の

電
力
料
金
を
半
額
程
度
ま
で
減

ら
す
こ
と
が
可
能
で
、
一
需
要

家
あ
た
り
の
電
力
料
金
は
年
間

お
よ
そ
25
万
円
か
ら
年
間
12

万
５
千
円
ま
で
下
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
事
業
所
を
含
ん
で

の
平
均
で
す
）
。 

 

村
役
場
で
は
、
皆
様
の
お
給

料
を
直
接
増
や
す
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
暮
ら
し
に
か
か
る

コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ
と
で
実
質

的
に
村
民
の
皆
様
の
収
入
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
ま

す
。 

 

状
況
の
変
化
に
対
応
し
て 

雇
用
を
守
る 

 

か
つ
て
な
く
な
る
こ
と
は
な

い
と
思
わ
れ
た
馬
車
は
た
っ
た

10
年
で
自
動
車
に
置
き
換
わ

り
ま
し
た
。 

 

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
も
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
に
置
き
換
わ
り
、
そ

の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
そ
の
座
を
追
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

村
役
場
で
は
、
時
代
の
変
化

を
ピ
ン
チ
で
は
な
く
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
、
こ
れ
ま
で
化
石
燃

料
に
従
事
し
て
き
た
方
の
雇
用

確
保
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

村
役
場
で
は
、
こ
の
計
画
を 

「
利
島
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ク
ト

ク
計
画
」
（
利
島
村
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
計
画
）
と
名
付
け
ま
し

た
。 

 
利
島
村
は
、
日
本
一
の
椿
油

の
生
産
量
を
誇
る
こ
と
に
加

え
、
日
本
一
電
気
代
の
安
い
村

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

        

利
島
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ク
ト
ク

計
画
の
概
要 

（
１
）
初
期
費
用 

 

ま
ず
、
村
は
、
国
や
東
京
都

の
補
助
金
を
フ
ル
活
用
し
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
や
、
風
力
発
電
や

蓄
電
池
な
ど
の
設
備
を
備
え
た

施
設
を
設
置
し
ま
す
。 

 

詳
細
な
試
算
は
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
概
算
で
は
全
て
の
施
設

の
整
備
に
は
お
よ
そ
５
億
円
規

模
の
費
用
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
は
多
額
の
補
助
金
制
度

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
補
助
金

等
が

75

％
以
上
出
る
た
め
、

村
の
負
担
は
限
定
的
で
す
。 

 

設
備
は
、
約

20

年
利
用
可

能
で
、
毎
年
約
500

万
円
程
度
の

支
払
い
を

20

年
続
け
、
初
期

費
用
を
ま
か
な
っ
て
い
き
ま

す
。 

（
２
）
施
設
の
維
持
な
ど 

 

新
た
に
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会

社
を
設
立
し
、
料
金
の
徴
収
や

併
用
運
転
す
る
利
島
発
電
所
に

対
す
る
電
力
料
金
等
の
支
払

い
、
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
の
運
営
を
行
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
化
石
燃
料
に
従
事

さ
れ
た
方
は
こ
の
新
会
社
で
勤

務
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定

し
て
お
り
、
雇
用
を
確
実
に
確

保
し
て
い
き
ま
す
。 

  



 （
３
）
電
力
料
金 

 
村
内
の
家
庭
や
事
業
者
は
、

電
力
料
金
と
し
て
現
在
の
半
額

の
毎
年
２
千
５
百
万
円
を
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
に
支
払
い
ま

す
。 

（
４
）
各
種
支
払
い 

 

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
は
、

初
期
投
資
の
返
済
に
500

万
円

を
、
施
設
の
維
持
や
人
件
費
に

２
千
万
円
を
支
払
い
ま
す
。 

（
５
）
利
島
発
電
所
の
収
支 

 

現
在
の
重
油
に
よ
る
発
電
設

備
は
引
き
続
き
併
用
し
て
い
き

ま
す
。 

 

た
だ
し
、
基
本
的
に
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
主
と
な
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
要
し
て
い
た

多
額
の
重
油
代
が
不
要
に
な

り
、
経
営
が
好
転
し
ま
す
。 

（
６
）
二
酸
化
炭
素 

こ
れ
ま
で
排
出
し
て
い
た
二
酸

化
炭
素
は
ほ
と
ん
ど
排
出
さ
れ

な
く
な
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
が

実
現
し
ま
す
。 

（
７
）
災
害
へ
の
備
え 

 

蓄
電
池
が
あ
る
た
め
、
災
害

が
起
き
た
場
合
も
、
問
題
な
く

電
気
を
利
用
で
き
ま
す
。 

 

こ
れ
に
加
え
従
来
の
利
島
発

電
所
の
発
電
設
備
も
あ
る
た

め
、
多
重
の
備
え
に
よ
り
、
防

災
減
災
に
役
立
ち
ま
す
。 

 

令
和
３
年
度
の
予
定 

 

令
和
３
年
度
は
、
利
島
村
エ

ネ
ル
ギ
ー
ト
ク
ト
ク
計
画
」

（
利
島
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
計

画
）
の
詳
細
な
計
画
設
計
に
加

え
、
本
計
画
の
一
環
と
し
て
、

浄
水
場
の
貯
水
池
の
屋
根
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
。 

 

１
億
円
程
度
の
費
用
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
多
額
の
国
や
東

京
都
の
補
助
金
制
度
が
活
用
で

き
る
た
め
、
村
の
財
源
の
持
ち

出
し
は
限
定
的
で
す
。 

 

当
然
、
こ
れ
に
よ
り
村
役
場

の
電
力
料
金
負
担
が
減
り
ま
す

の
で
、
村
民
へ
の
皆
様
へ
の
還

元
と
し
て
、
勤
労
福
祉
会
館
で

の
ス
マ
ホ
な
ど
の
バ
ッ
テ
リ
ー

充
電
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
料
金
の
値
下
げ
、
電
気

自
動
車
の
無
料
充
電
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
を
ト
ク
ト

ク
の
第
１
弾
と
し
て
検
討
し
て

い
ま
す
。 

計
画
実
現
の
た
め
の
課
題 

 

将
来
的
に
、
村
民
の
皆
様
の

電
力
料
金
等
を
半
額
に
す
る
本

計
画
で
す
が
、
実
現
ま
で
に
は

多
く
の
壁
が
あ
り
ま
す
。 

（
１
）
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解 

 

本
計
画
の
実
現
は
、
何
よ
り

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
な
し
に

は
不
可
能
で
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
ご
支
援
を

バ
ッ
ク
に
、
国
や
東
京
都
の
さ

ら
な
る
支
援
を
引
き
出
し
て
い

き
ま
す
。 

（
２
）
東
京
電
力
と
の
調
整 
 

現
在
の
東
京
電
力
の
電
力
に

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
で
生

み
出
し
た
電
力
を
加
え
る
に

は
、
規
制
（
接
続
制
限
）
が
あ

り
、
こ
の
緩
和
が
不
可
欠
で

す
。 

 

○
今
回
の
試
算
に
用
い
た
数
字 

 

電
力
料
金
は
、
１
kWh

あ
た
り

20

円
で
計
算
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
詳
細
な
全
体
構
想
の

策
定
や
設
計
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る
た
め
、
数
字
に
つ
い
て
変
動

が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

               

今
回
の
浄
水
場
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
や
利
島
村
エ

ネ
ル
ギ
ー
ト
ク
ト
ク
計
画

（
利
島
村
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ

計
画
）
の
詳
細
設
計
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
予

算
に
計
上
し
て
お
り
、
令

和
３
年
村
議
会
第
１
回
定

例
会
に
お
諮 は

か

り
し
、
ご
意

見
や
決
議
を
い
た
だ
く
予

定
で
す

。  


